
平成２９年度第１回羽幌町港湾審議会 会議録 

 

１ 日時  平成２９年６月２９日（木）１０：００～１０：３０ 

２ 場所  羽幌町役場２階 幹部会議室 

３ 出席者 委員：今 隆（委員長）、江野英嗣（委員長職務代理者）、蝦名 修、 

   重原 伸昭、髙木 俊和 

      顧問：留萌海上保安部長、留萌開発建設部築港課長、留萌港湾 

事務所長、留萌建設管理部羽幌出張所長 

      町 ：羽幌町長、建設課長、管理係長 

 

４ 会議録 次のとおり 

発言者 発言内容 

事務局 本日は、委員の皆さまには大変お忙しい中ご出席いただきまして、あ

りがとうございます。 

本日の審議会は、新たな体制になって最初の審議会でございますの

で、まずは委嘱状の交付を行いましたのち、改めて町長よりご挨拶を申

し上げ、委員長の選出、職務代理者の指名等の審議会の組織に必要な事

項を決定させていただきます。 

それでは、はじめに委嘱状の交付を行いたいと思いますので、町長よ

ろしくお願いします。 

町長 委嘱状交付 

町長 

本日は時節柄大変お忙しい中、当町の港湾審議会にご出席いただき誠

にありがとうございます。また日頃は、留萌海上保安部さんには昨年の

11 月に引き続き、今月も緊急搬送していただきまして、この場を借り

て御礼申し上げる次第でございます。開発建設部さんには、日頃、事務

事業、設計等に携わっていただきありがとうございます。当町港湾の委

員を引き受けていただいた皆様には、日頃、町行政におきまして深いご

理解とご協力をいただいていることをこの場を借りて厚く御礼申し上

げる次第でございます。今回第１回目ということで、委員におかれまし

ては、委員の年齢制限に基づき、新たに高木氏に引き受けていただきあ

りがとうございました。また、他の９名におかれましても引き続き引き

受けていただき御礼申し上げる次第でございます。当町といたしまして

も今後港湾行政に対し誠心誠意努めてまいりますので、またご指導ご鞭

撻をいただければと思っている次第でございます。 

この後、今後の港湾審議につきまして担当課からご説明がございます

が、まずは委員長の選任等についてよろしくご審議いただきたいこと



と、28 年度から 29 年度にかけてと切れ目のない工事の執行ということ

で予算付けをしていただき、港湾につきましては対前年度比 1.0 倍とい

う大変厳しい状況の中、深いご理解をいただきまして、町内の静穏度対

策で現在の中央埠頭の波除堤の建設をしていただいているところでご

ざいます。今後につきましても、皆さんのご意見をいただきながら、留

萌要望、道要望、中央要望と行ってまいりたいと思いますので、忌憚の

ないご意見をいただければと思います。はなはだ簡単ではございます

が、開会のご挨拶にかえさせていただきますので、よろしくご審議のほ

どお願いいたします。 

事務局 

ありがとうございました。 

本日の審議会は、委員 10 名中５名の委員の皆様がご出席でございま

すので、羽幌町港湾審議会条例第６条第２項の規定により、会議が成立

しておりますことをご報告いたします。 

事務局 

 次に本日の次第の２であります委員長の選出に移らせていただきま

す。羽幌町港湾審議会条例第５条第２項の規定により、委員長は委員の

互選により決めることになっておりますが、選出にあたり事務局を進行

役としてよろしいでしょうか。 

 ご異存がないようですので、委員長の選出に入りたいと思います。 

 羽幌町港湾審議会条例第５条第２項の規定によりまして、委員長は委

員の互選により決めることになっておりますので、皆様のご推薦、自薦

による立候補をお受けしたいと思います。どなたか発言をお願いしま

す。 

 事務局案と致しましては、今まで審議会委員長としての経験がおあり

であります今委員に委員長をお願いいたしたく、推薦をいたしますが、

如何でしょうか？ 

 異議なしということで、委員長を今委員にお願いすることで決定させ

ていただきます。今委員よろしくお願いします。 

それでは、羽幌町港湾審議会条例第５条第３項の規定によりまして、

委員長が審議会の会務を総理することとなっておりますので、これをも

ちまして私の進行役の任務を終了させて頂きます。ご協力どうもありが

とうございました。 

委員長 

ただいま委員長の大役を仰せつかりました今でございます。委員の皆

様をはじめ、関係各位の皆様のご指導ご協力をいただきながら任務に応

えていく所存でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 では続きまして、次第の３の職務代理者の指名に進ませていただきま

す。羽幌町港湾審議会条例第５条第５項の規定によりまして、委員長が



あらかじめ指名する委員を代理者とすることとなっておりますので、私

のほうから職務代理者を指名させていただきたいと思います。 

 職務代理者には江野委員にお願いしたいと思います。よろしくお願い

します。 

 これより審議に入りたいと思います。今後の港湾整備計画について、

事務局より説明をお願いします。 

事務局 

お配りしております資料の羽幌港の国直轄港湾整備について説明さ

せていただきます。まず（１）平成 28 年度実績ですが、事業内容は３

点あります。 

まず１点目、船揚場（南）斜路工 L=40m、斜路部分のプレキャストブ

ロックの張り付け、事業額 58,800 千円、国負担額 39,200 千円、地方負

担額 19,600 千円、地方負担額 1/3。 

２点目、防波堤（波除）第２中央岸壁 基礎工 L=37m、本体工 L=30m、

上部工 L=24m、但し、平成 29 年３月時点で完成した部分は、基礎工 20m、

本体工 14m、上部工 12m、補正予算 80,000 千円は翌年度に繰越し、事業

額 171,600 千円、国負担額 145,860 千円、地方負担額 25,740 千円、地

方負担額 15％。 

３点目、物揚場（-3.5m）調査設計費ほか、事業額 1,200 千円、国負

担額 800 千円、地方負担額 400 千円、地方負担額 1/3。 

合計事業費 231,600 千円となります。 

 続いて（２）平成 29 年度当初計画ですが、事業内容は２点ございま

す。 

 まず１点目、船揚場（南）斜路工 コンクリート舗装工 40m、滑り材

などの付属工一式、事業額 63,000 千円、国負担額 42,000 千円、地方負

担額 21,000 千円、地方負担額 1/3。 

 ２点目、防波堤（波除）第２中央岸壁 基礎工 16m、本体工 22m、上

部工 28m、但し、平成 30 年３月完成予定部分は、基礎工 33m、本体工

38m、上部工 40m、事業額 84,780 千円、国負担額 72,063 千円、地方負

担額 12,717 千円、地方負担額 15％。 

 ２点とも今年度完成予定で、合計事業費 147,780 千円となります。 

 最後に（３）平成 30 年度以降予定箇所ですが、事業内容３点を予定

しております。 

 まず１点目は、防波堤（波除）第３港町岸壁 70m（上部工）、内港防

波堤 20m（基礎工、本体工、上部工）、西防波堤 10m（基礎工、本体工、

上部工）です。但し、静穏度次第で西防波堤 10m は要検討となります。 

 ２点目は、物揚場（-3.5m）改良です。 



 ３点目は、岸壁（-5m）改良です。 

 以上のとおりでございますので、よろしくご審議の程お願いいたしま

す。 

委員長 
ただいま、事務局より説明を頂きましたが、この件について、質問は

ございますか。 

江野委員 

防波堤（波除）ですが、平成 28 年度実績の平成 29 年３月時点で完成

した部分と記載があるが、平成 29 年度当初計画では、平成 30 年度完成

予定部分と書いてある。今年度完成予定ではないのか。 

事務局 
平成29年度当初計画では、平成30年度完成予定部分と書いてあるが、

平成 30 年３月完成予定部分の誤り。お詫びして訂正します。 

蝦名委員 平成 28 年度の上部工完成延長は何 mか。 

事務局 平成 28 年度は 12m、平成 29 年度は 40m で計 52m 完成予定。 

留萌港湾 

事務所長 
若干内側にかかっている箇所があるので、直線距離で 50m となる。 

江野委員 
例えば平成 28 年度計画では 37m だが、工事完成したのは 20m という

ことでよいか。 

事務局 そのとおり。 

留萌港湾 

事務所長 

補正予算 80,000 千円を含んだ予算で基礎工 37m、本体工 30m、上部工

24m を工事する予定だったが、補正予算 80,000 千円は翌年度へ繰越し

たため、平成 29 年度に施工するものであることから、実際には平成 28

年度完成は基礎工 20m、本体工 14m、上部工 12m となる。 

蝦名委員 

平成 28 年度実績基礎工 20m、本体工 14m、上部工 12m と平成 29 年度

当初計画基礎工 33m、本体工 38m、上部工 40m を合算した基礎工 53m、

本体工 52m、上部工 52m ものが完成延長ということでよいか。 

留萌港湾 

事務所長 
そのとおり。 

留萌開発

建設部築

港課長 

平成 28 年度当初予算、平成 28 年度補正予算（翌年度繰越）、平成 29

年度当初予算の３つが財源となり、年度をまたぐ形となる。 

江野委員 基礎工 20m、本体工 14m、上部工 12m が当初計画か。 

留萌港湾 

事務所長 

当初予算の 91,600 千円の中で完成したのが基礎工 20m、本体工 14m、

上部工 12m。工事を進めていく中で、当初計画とは一致しないが、実際

に施工したときに 1m、2m の差異はあるだろうが、ほぼ同じと考えてい

ただいてもいい。 

委員長 
船揚場（南）斜路工の現状について、ほぼ完成しているように見える

が、実際の完成予定時期はいつになるか。 



留萌港湾 

事務所長 
平成 29 年７月完成予定。 

蝦名委員 実際の供用開始はいつごろか。 

留萌港湾 

事務所長 
引き渡し等があるので、秋ごろ供用開始予定。 

蝦名委員 
平成 30 年度以降予定箇所について、上から順序立てて施工していく

わけではない、ということでよいか。 

留萌港湾 

事務所長 
そのとおり。 

委員長 

他に質問等ございませんか。 

以上をもちまして、本日の審議会を閉会いたします。ありがとうござ

いました。 

 


